
 

 

 

 

 

第２１７号 ２０２２年５月 

■第２１７回例会記録 

 ・日 時 2022 年 4 月 27 日（水） 18：00～20：00  

・場 所 西区役所 地域活動支援コーナー 参加 38 名 

・テーマ 「学生の活躍するまちを目指して」 

 ・発表者 安達浩史氏（元西区役所総務部まちづくり課） 

      伊藤鴻志郎氏（学生教育団体 Learnbo） 

■「Ｄ－ラーニング」は子どもの学びの場（安達） 

            ・西区の課題の一つは高齢化、 

少子化であるが、今後目指す 

方向性として、「より良い子育 

て環境の整備」がある。 

・この方向性の一環として 

「Ｄ－ラーニング」が生まれる。 

        ・西区の大学・企業と連携、 

子どもの「好奇心」「国際感覚」を育み、視野を広げる子供向け 

の学びの場で、持続的な地域活性化を目指す。 

■大学生・企業・地域がコラボ  

・平成 31年より、現在まで、１０回実施。 

芸工大、トーモク、学院大、シスメックス、おしベジ、 

太山寺、ランボ、学生委等と地域とがコラボして実施。 

■更に、「学生による西区向上委員会」が発足 

・令和２年に、西区役所が呼びかけた学生組織で、Ｄ－ 

ラーニングにも参加。西区の魅力向上、学生の活躍の場 

の創出を目的とする。このように、学生の活躍の場が広 

がっている。 
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■Ｌearn Bo ランボは学生教育団体（伊藤） 

・３年前に設立、５人が現在３２人に成長。 

「勉強は、もっと楽しめる」がモットー。 

西区役所のＤ－ラーニングに参加。 

■様々なプログラムを実施。 

・「ナゾとき寺子屋」―太山寺で、楽しいナゾ解き 

・「あじみ教室」―心理学等大人の勉強を学ぶ 

・「クリエイタウン」―想像の街で、こども起業家になる。 

■勉強✕ゲーム「ベンキョークエスト」を開発 

「ベンキョー」（勉強をあえてカタカナで）を楽しむための 

プログラムで、ランボが開発。「自分も勉強、楽しめた」と 

感じられる体験を届ける。 

＜意見交換＞ 

〇活動の将来目標は？→公教育以外に選択肢を増やしたい、 

切り込みたいと考える。その方法として、「エンタメ」の形で 

提案することを思いついた。起業も視野に考えています。 

〇学生のみなさんの気持ちは？→大学生は、学校以外の教育 

の場を求めていて、社会貢献したいと考えている。 

集まった子どもを見ていると勉強を楽しむ姿がある。 

保護者もそれを見て、感動する。子どもには、強力な記憶が 

残る。 

〇地域の空き家でできないか？→今のパワーはランボの限界。 

今は点だが、線にして、活動をつなぐ仕組みを考えている。 

〇みなさんがされているような活動に参加、コラボしたい人 

がニュータウンにはたくさんいます。  （文責 橋本） 

■ランボについて問い合わせ先  

 伊藤代表 k.ito.learnbo@gmail.com  

 HP  https://learn-bo.com/ 
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